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平成２５年１１月定例会（事前）資料１
総務委員会資料
（県民環境部）

指定管理候補者の選定結果について

１ 申請団体名及び選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷 徳島県立阿波十郎兵衛屋敷管理運営業務 指定管理候補者
参加グループ

（選定理由）
徳島県立阿波十郎兵衛屋敷管理運営業務参加グループは、阿波人形浄瑠璃が全国に誇る伝統

芸能であり、また阿波十郎兵衛屋敷が徳島県におけるその中核拠点であることを認識し、文化
・観光施設として運営していくための事業展開や利用者サービスの向上など、普及を図る提案
がみられる。同グループは 「公益財団法人徳島県文化振興財団」と「特定非営利活動法人阿波、
農村舞台の会」を構成員とするグループであり、運営については、前者が有する平成１８年度
から阿波十郎兵衛屋敷の指定管理を行う中で培われた経験を活かすとともに、後者が持つ農村
舞台を活用した機動的な事業展開を併せ持つことにより、利用者ニーズを踏まえた適正な業務
執行と新たな利用者サービスの向上が期待できる。

また経費面においても、競争入札の導入等の経費縮減策が検討されているほか、人形浄瑠璃
の知識と経験を有するパート職員の活用、文化庁等の助成金の積極的な活用による事業の充実
など、利用者サービスの充実と経費削減の両立を図る方策が検討されており、これらを総合的
に評価し、指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

２ 選定委員会委員名簿

役 職 氏 名

株式会社あわわ会長 坂田 千代子
日本労働組合総連合会徳島県連合会副事務局長 板東 喜代子
公認会計士 大西 仁幸
徳島市立文化センター芸術監督 浅香 寿穂
県民環境部長 福井 廣祐
県民環境部県民環境政策課長 折野 好信

３ 選定の経緯

平成２５年 ７月２５日 第１回選定委員会
（募集要項の承認、審査基準及び選定要領の決定）

３１日 募集開始（募集要項の公表）
８月１９日、２１日 現地説明会
９月 ６日 募集要項配布終了

１３日～１０月１日 申請書類受付
１０月 ９日～２２日 各選定委員が申請書類を事前分析

２３日 第２回選定委員会
※面接と書類審査、選定結果決定

１０月３０日 選定委員会からの選定結果報告書受理
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４ 選定委員会における選定結果

施 設 名 申 請 等 団 体 名 総 合 評 価

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷 徳島県立阿波十郎兵衛屋敷管理運営業務 適
参加グループ

５ 指定管理候補者の提案内容

区 分 徳島県立阿波十郎兵衛屋敷管理運営業務参加グループの
主たる提案内容

県民の平等な利用の確保と ○阿波人形浄瑠璃の拠点施設としての中核機能の発揮
施設の効用の最大限の発揮 ○適正な個人情報の保護や緊急時の速やかな対応の確立と

そのための安全管理教育の実施
○省エネルギー、省資源、廃棄物の発生抑制やリサイクル

の推進
○多様な利用者ニーズの把握と対応の検討
○阿波人形浄瑠璃の魅力の発信及び教育普及とともに、文

化、観光振興に資する情報の収集、発信

効率的な管理運営 ○想定上限基準額(指定管理料）との対比 (税込)
（経済性の追求） 想定上限基準額 提 案 額

円 円28,147,000 H26 28,147,000

円 円28,408,000 H27 28,408,000

円 円28,669,000 H28 28,669,000

※消費税は平成 年 月から ％、平成 年 月26 4 8 27 10

から ％で算定10

○適正な人員配置と業務マニュアルに基づく的確な施設の
維持管理の実施

○事務事業の効率化を図り、変則交代勤務制など適材適所
に人材を配置することによる人件費の抑制

○委託業務における複数年契約の導入や可能な限りの競争
入札の実施

○施設・設備の維持管理業務の直営実施による経費の節減
○各種助成金の積極的な活用

安定した管理のための人的 ○文化事業・文化施設運営の経験や人形浄瑠璃に関する専
・物的経営基盤の状況 門知識を有する職員の登用

○人形浄瑠璃の知識と経験を有するパート職員の積極的な
活用

○施設の維持管理や繁忙期対応のための人材の適宜配置
○研修等による職員の能力の向上
○利用者アンケート等の実施による利用者ニーズの把握や

職員会議（毎月開催）を活用した対応分析の実施
○業務目標の設定、達成結果の把握・分析と事業への反映

地域への貢献及び地域との ○職員の地元雇用及び委託業務の地元企業への優先発注
連携 ○ホテル・旅館、自治体、観光関連団体などとの連携によ

PRる
○県内外の人形浄瑠璃関係施設・団体、農村舞台保存会、

学校、県内観光施設などとの連携による、地域に根ざし
た文化・観光振興


